






















河 宮 信 郎
【物財システムと貨幣システムの相克】
人間の生活を実際に支えるものは貨幣ではなく､ 衣食住八生産・生活用
具などの物財 (実質的富) である｡ ところが､ 貨幣は物財に対する請求権








) をもたらす物資｡ この富は消耗性 (

) で､ 消耗 (エネルギー変換) の過程でこそ効用を発揮する｡
エネルギー変換はすべてエネルギー () 保存則に従う (有効Ｅは無効
 廃熱など に転化するのであり､ 消滅するのではない)｡ な
お､ Ⅰにはフロー型資源 (農林水産物､ 水力､ 風力､ 地熱､ 太陽熱




接間接にⅠ利用のために役立つ媒体 (機器) を意味する｡ この富は




用年数) をもち､ 保守・補修・更新を必要とする｡ 正確には､ 永続的
() というより耐久的 () というべきである｡ この
補足を加えることにより､ ソディの貨幣システム批判を一層深めること
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ができる｡
★仮想的冨～貨幣は通常普遍的な富と考えられている｡ しかし､ そ
れは生命・生活を直接支える ｢実質的冨｣ ではなく､ それに対する請求
権である｡ ところが､ 貨幣は貸借や信用創造によって､ 自律的に増大し
うる｡ すなわち､ この富は実質的富の増加に直接リンクしていない｡ こ
の結果､ 貨幣が実質的富と乖離して膨張することが起こりやすい｡ こう
なると､ 請求権である貨幣が請求対象であるⅠ・Ⅱに対応しえず､


















し､ 関心ある人々の参考に供したい｡ もちろん､ これもなお不完全のそし
りを免れないが､ 原文と読み合わせてソディ読解のヒントにしていただけ











得ず､ ｢システム外から｣ 有効エネルギーを取り込み (Ｅインプット)､
｢システム外へ｣ 無効エネルギー排出する (Ｅアウトプット) という熱力
学的なエネルギー｡ フロー (Ｅスループット) としてのみ存在しうる｡ こ





も 度合いにおいて意味を失う｡ これが人間に恐るべき厄災 (その最
たるものが国家間の戦争) をもたらす｡ じつは､ この認識視座にソディ理











複利で増殖する富｣ という概念が､ 数理的関数 (虚構) としては存在しう
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るが､ 物理法則に適う ｢実在｣ ではありえないというソディの主張が鮮や
かに現実感をもって迫ってくる｡
ソディの洞察は､ 既成の経済学に対する ｢ドンキホーテ的な異議申し立
て｣ として無視されてきた｡ しかし今日､ ｢ハイリターン｣ 証券システム
の永続を夢見た米金融市場が､ ソディ理論の恐るべき迫真性を立証した｡






を例証してみよう｡ ｢最小単位｣ の貨幣を ｢穏当な金利｣ で預けるという
最も単純なモデルで考える｡












る｡ (もし､ 預けたものがアウレリウス金貨の現物だったら､ 世紀後
も同額である｡ 骨董的価値はつくにせよ｡)
セントの元本をいかに活用しても％複利で増やし続けることはでき
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ないことがわかる｡ 有限な地球､ 有限な水循環とエネルギー・フロー､ 有
限な生態系 (人類もその一員) のなかで際限なく増殖を続けることは､ ガ
ン細胞や豚インフル・ウイルスでもできない｡
成長 (複利) システムは本質的に ｢永続不可能｣ なのである｡ 必ず打ち
切りにしなければならない｡ 支払い可能な期間内であれば決済できるが､
それを過ぎると自動的にデフォルト (債務不履行) になる｡ 決算もデフォ
ルトもしないと､ 額面だけが自動的に膨張し､ ｢請求権の対象｣ は実在世
界を超越する｡ 金融デリバティブ商品はまさにこの見本といってよい｡
これは､ 数理演算上正しいプロセスが､ 物理法則的に実現不可能である
という現象を意味する｡ 経済学では通常､ 数理的論証をもって ｢経済学的
正しさ｣ の証とすることが多い｡ だが､ それは物理的な実在性・実現性を
保証していないのである｡
金利％なら年で倍増､ ％なら年で倍増するから､ もっと短期
に決済しないと自動的に破綻軌道に至る｡ ｢ハイリターン｣ の世界は､ も
ともと永続しえない運命にあった｡ (ちなみに､ 複利計算を暗算で出すに
は､ ｢マジックナンバー｣ を用いる｡ 利率を％､ 倍増期間をとする




さらに､ この例は通常の経済計算でいう ｢割引現在価値｣ の概念が理不
尽であることを示す｡ ｢割引｣ という概念は､ 将来実現する価値や経費を､
現時点の価値に換算する方法である｡ たとえば､ 年後に地球温暖化で
兆ドルの被害が予想されるとして､ 割引率％で現在価値 (損失) に
換算しよう (標準的手法)｡ 倍増期間年を回繰返すので､ 	の乗
(＝) 分のに割り引かれ､ 被害額の現在価値は兆ドルになる｡ (だ
から経済学的にはこの対策をサボって､ より現在価値の高い政策を実施し
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たほうが得ということになる)｡
ちなみに､ 現在の状況は､ 上記の割引公式と反対になっている｡ 確実な
はずの ｢現在価値｣ が成長するどころかどんどん減価していく｡ ｢現在価
値｣ が将来に向って ｢割り引｣ かれてしまうのである｡
先の例に戻って､ 現在の兆ドルを割引率％で割り引くとシーザー

















(倍) に相当する｡ それに対応して､ 期限が年×＝年短縮さ
れる (だけである)｡
まさしく､ ｢成長永続｣ ということは数学的仮象であって､ 物理的現象
ではありえない｡ これがソディの全考察の基本である｡ 言い換えると､ 指










づけた理論的分析から分離して収集し､ 要約しておく｡ ( ) 内は原文の
語句､ { } 内は訳者の追補である｡ 

上の誤りはことわりな
く訂正した｡ たとえばソディは､ 文頭の副詞節や長い副詞句のあとの ｢｣
を書き落とす癖がある｡
() 富の生産は､ 負債の生産とは異なり､ 物理学的な保存則に従う｡
そこには､ 物理的科学の厳密な論理が適用できる｡ 富は支出 (

) なしには生産されえない｡ 富の継続的な供給は､ なんらかの
一回的な (消尽性の) 支出の結果としてのみ実現できる｡ なぜなら､
富はエネルギーの様態 {例：燃料} であるか､ またはエネルギーを知
的な指示にもとづいて支出した結果 {例：陶磁器} だからである｡ 富
の生産には､ 新たなエネルギーの継続的な供給と継続的な意識的努力





よび富と負債 {＝ ｢金融資産｣ の対偶} の混同にもっぱら起因してい
る｡ この混同は今日まで､ 貧困問題の科学的な探求や解明を試みた人々
の間にさえ混乱をもたらしてきた｡
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{ソディの認識では､ () 真の富は､ 食糧・燃料などの消耗性の有効エ
ネルギー (Ⅰ) と､ 耐久性の的生活資材・生産資材





十分な水準にある､ () しかし､ 政府は科学の成果を戦争に向ける
ことに熱中するのに､ 民衆の幸福のために活用しようとしない｡}




値付けられる｡ 両者は生産の様式は似ている｡ しかし､ 消耗性の富・
カテゴリーⅠでは､ 必要なエネルギーは後日実際に消費されるときに





程で消尽され､ 製品中に残存していない｡ もし残存していれば､ それ
は製品の耐久性を損なう｡ それは生活を可能にし､ 便利にするが､ 活
力を与えるものではない｡ それは生活時間の支出をなにほどか節約す







ようにみえる｡ しかし､ 生産される富の源泉は､ 資本それ自体にある
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のではなく､ 人間という行為者による資本の継続的な使用にある｡
















すると､ ｢真の富｣ を実際にもつのは不便・不自由で､ それより ｢富
への即時・無条件請求権｣ である貨幣をもっているほうが事業上有利
である｡} この不足額 {｢真の富｣ への未請求額} の集計が国の
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() 銀行は､ 貨幣の量と国の収入を関係づける法則を理解せずに､ 恣
意的に貨幣を創造したり破壊したりする｡ 彼らは､ 国が所有していな
い仮想的富を自らが所有しているかのようにみなすことが許されてき
た｡ そして､ あたかもその仮想的富が実在し､ それを彼らが現実に所
有しているかのように､ それを貸し付けて利子を取ることが許されて
きた｡ 無一文の借り手がえた富 {焦げ付き} を貸し手は決して放棄し
ない｡ 利子を取り立て､ なにものも放棄しない｡ それを放棄するのは
国全体で､ 購買力の一般的な減退を通して損失を被る｡
() 銀行は貨幣発行に関する ｢王冠の特権｣ を強奪した｡ そして貨幣
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責任を負うのと同じように｡
() 貨幣の量が一定であるとき､ その価値､ すなわち購買力は仮想的






















｢銀行信用として新通貨を創造し､ それを債券所有者 {購入者} に提
供し (	)､ 彼らの債券を担保証券として引き取る｣ というサー
ビスを銀行がしているからである｡ こうして税金が銀行に支払われる
213 ( 58 )




























と､ 通貨増大のための本質的な先行要件は､ 消費の正味の節減 (
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富の在庫は枯渇し､ 回復されないであろう｡ これは､ 物価を上昇させ､
短期間のうちに､ 雇用と生産を当初の水準を下回るほど低下させるで
あろう｡ 物価の上昇は国内の金を枯渇させ､ 信用は切り詰められ､ 企
業は生産を落とさざるをえなくなる｡
() もし節減が貨幣の増発で補填されなければ､ 付加的に蓄積される
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が低下した場合 {入超}､ 輸入は関税で抑制し､ 輸出は奨励金で助成
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ドクスを経済学は切捨て､ 現状追認をこととしてきた｡ その根底に､ 真の
富 (物的富) と仮想的富 (貨幣､ 金融証書) の混同があるというのがソディ
の基本認識である｡}
これら旧来の混同が根絶されれば､ 経済学は星占いや錬金術のような主
題から､ 科学になる｡ これまですでに､ 経済学の物心一元を物理学的な富､
心理学的な負債に分離したことは､ 驚異的な単純化をもたらした｡ もちろ




} を補償する {	} と主張するほど頑迷なひとも少ないであろ
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無限の進歩と世界的な平和と繁栄を達成する道が開ける｡ 過去に諸国民の
核心をマヒさせてきた諸悪は､ 隠蔽をはぎ取られ､ あからさまに横たわっ














あの講和 {年} から年を経て､ 再び暗雲が垂れ込めている｡ 人々
はつぎの戦争が起こるのは時間の問題でしかないと心中思っている｡ そし


















を必要とするときを待つほかない｡ やがて､ 戦争という大消費者が､ きっ
とこれらの潜在的富をまるごと国家負債 {戦時国債など} に転換するにち
がいない｡ {現代にこれほど残酷なことをしておきながら} それでもわれ







仏金融資本 (仮想的富) は戦時国債の利付き償還に固執して､ ドイツの工
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界史的悪行を認識していた｡}
精密科学 () のサーチライトは､ 人間精神のかくも暗黒
で秘密の奥底にも届く｡ 文明の夜明けから､ 富の蓄積に向かう生得の根深
い群衆本能は､ その実行にまつわる物理的不可能性と矛盾してきた｡ 	・




























桂木健次､ 藤堂史明､ 森野栄一氏らの論考がある｡ 最新のコメンタリーとして､
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エントロピー学会編 『えんとろぴい』 号 () の ｢自主企画６｣ を参照
されたい｡
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